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１                              問題のページへ 
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a＜xにおいて, 0
2
3)( ≧bx -f なので, )( xh ≦0すなわち )( xg ¢ ≦0となる。 

よって, )( xg は単調減少するので, )( xg のグラフと相異なる 3 点で交わる x 軸

に平行な直線は存在しない。 
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すると, )( xg は a＜x で連続なので, このグラフと相異なる 3 点で交わる x 軸に

平行な直線が存在する。 

(i)(ii)より, 求める条件は, ab
81

512＞ である。 

 

［解 説］ 
(2)で関数 )( xh を設定しましたが, 振り返ってみると冗長でした。 )( xg ¢ のまま同

じように処理ができます。 

x a … 4a … 

)( xf ¢   － 0 ＋ 

)( xf  ×  a
27

256   

x a … a  … b  … 

)( xg ¢   － 0 ＋ 0 － 

)( xg  ×      



2004 東京工業大学  前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2004 －2－ 

２                              問題のページへ 
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さらに, qtan=u ( )
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そこで, (2)の結論から,  
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［解 説］ 

(3)の極限値が到達点となりますが, このために与えられた誘導の意味を考えながら, 

(1)と(2)の証明を進めます。決して易しくはありませんが, 演習する価値の大きな一

題です。 
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３                              問題のページへ 

(1) コイン Q を選び, つぼの中に赤玉が入る確率は pq, 白玉が入る確率は )1( qp -

より, つぼの中に赤玉が k個, 白玉が kn - 個入っている確率は,  
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すると, k≦700のとき kk PP ＞1+ , k≧701のとき kk PP ＜1+ となり,  
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よって, 701P が最大となり, 赤玉が 701個入っている場合が最も起こりやすい。 

 

［解 説］ 
確率の最大・最小に関する頻出問題です。(1)の確率は, knk

kn
n qqp --´ )1(C とみ

ても OKです。 
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４                              問題のページへ 

(1) 2 つの円 222 ryx =+ と 222 1)1( ryx -=+- の

共通部分を x 軸のまわりに回転したときにできる
立体の体積が )( rV である。 

まず, 2つの円の共有点の x座標は,  
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［解 説］ 

計算量は多いですが, 方針に迷いは生じません。今年は, 東大で 2 球の和集合, 東

工大では 2球の共通部分の体積が題材となりました。 

r 0 … 2
1  … 1 

)( rV ¢  0 ＋ 0 － 0 
)( rV       

r

r 1r-

r-

2
r

O x

y
211 r--

O r

y

1

1

2
11-


